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１．はじめに 

富士山頂は近傍からの汚染の影響をうけづらく、遠距離から長距離輸送されてくる汚染大気の観測を

するのに適していると考えられる。一酸化炭素（CO）は汚染大気が輸送されると濃度が高くなるので汚染

大気輸送の指標となる。一方、オゾン（O3）は汚染大気が光化学反応することで生成する。近年O3濃度の

増加が都市域、地域的、広域スケールで問題となっている。日本へ長距離輸送されてくる大気汚染物質

がどのような状況なのかを調べることを目的として、夏季に富士山頂での CO,O3観測を 2007 年から行っ

ている。 

 

２．測定方法 

富士山頂の測候所1号庁舎にて2007年夏季はオゾンのみ、2008-2011年夏季は一酸化炭素とオゾン

の測定をおこなった。一酸化炭素は赤外吸収法にて濃度測定する一酸化炭素濃度測定装置 (Thermo 

Environment, Model 48C) にて行なった。温度や水蒸気の影響でベースラインの値が変動してしまうため、

一酸化炭素を含まない大気（加熱したPt触媒で生成,Thermo Environment, Model96）を定期的に測定し

た。オゾンは紫外線吸収法にて濃度測定するオゾン濃度測定装置 (Thermo Environment, Model 49Cま

たはDylec Model1150) にて行なった。 

 

３．測定結果 

図に2011年夏の測定結果を示す。CO,O3ともに大きな濃度変動がみられており、汚染大気発生源から

の影響を頻繁に受けていることが分かる。空気がどこから運ばれてきたのかによっておおよそ濃度変化

が説明できる。低濃度となるときは太平洋からの清浄な大気が運ばれてきている時であり、高濃度となると

きは発生源地域からの影響を受けている時である。観測期間中の平均日変動をみるとほぼ一定濃度であ

り、山谷風の影響を大きく受けてはいない。しかし、各年の平均濃度には差が見られており、それぞれの

年で海洋性大気の影響が大きかった、梅雨あけの時期に差があるなどの気象的な違いを反映しているこ

とが考えられる。 
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図 2011年の富士山頂でのCO,O3の測定結果 
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